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１．キャンパスミーティングについて

２．第５回ホームカミングデーについて

３．防災訓練について

４．テクノフェア２０１９について

５. OB・OGトップセミナーについて

６. ２０１９年秋の叙勲の受章について

７. 第９回キャチロボバトルコンテスト 優勝
８. 第５５回全国国立工業大学柔剣道大会 団体戦優勝他
９. 第５５回中部学生馬術女子選手権大会 優勝
10.ソーラーカー部 Bridgestone World Solar Challenge 2019 ８位
11. 第５４回中部日本学生拳法新人戦大会 団体優勝
12. 外国人留学生見学旅行について

13. 本学に係る最近の新聞報道について



９月２４日（火）本学大学会館集会室において、２０１９年度キャンパスミーティ

ングが開催された。

キャンパスミーティングは、学長、理事、副学長ら大学執行部と事務局の関係幹部

職員が、学生と自由に意見交換を行い、よりよい大学づくりを目指す目的で毎年開催

している。今年は学部生、大学院生、留学生ら４３名が参加した。

今回のテーマは「キャンパス環境について」で、問題点や提案等を学生自らがグ

ループディスカッションを行い、学内の自転車に関することや学内Wi-Fiに関するこ

と、留学生の生活に関すること等、学生が学生生活を送る上での学生目線からの様々

な意見が出された。学長をはじめ大学側と活発な意見交換が行われた。
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日 時：１０月２６日（土）１０時００分～１７時００分
来場者数：約３５０名

【学内見学ツアー】１０時００分～、１０時１０分～、１１時００分～、１１時１０分～

学内に存在する記念碑や一部の研究室等を案内

【参加者体験型イベント】１０時００分～

今年度より小学生・中学生を対象とし、スクラッチ体験や液体窒素実験を行った。

学内見学ツアーの様子 参加者体験型イベントの様子 2



【歓迎式典】１３時３０分～１４時４５分
・学長、名古屋工業会理事長の挨拶、大学活動報告（内匠理事）、大学業務報告（齊藤理事）

・記念講演会 松尾徳朗氏（公立大学法人首都大学東京産業技術大学院大学 教授）
「日本が次の時代に世界で勝ち組になるために」

・卒業５０周年記念式典 ～半世紀遅れの卒業式～（１５１人）
学園紛争で卒業式が行われなかった昭和４４年の学部卒業生に記念証書及び記念品を
授与した。

【懇親会】１５時３０分～１７時００分

卒業生と教職員・現役学生の交流の場として懇親会を設け、課外活動（ロボコン工房、ソー

ラーカー部、フォーミュラプロジェクト）の活動報告等を行った。

松尾徳朗氏による講演 懇親会の様子卒業５０周年記念式典の様子 3



日 時：１０月３１日（木）１２時００分～１２時４５分

対 象：御器所キャンパス全域

避難者数：１，９４６名

内 容：①全学避難訓練

〇震度６強の緊急地震速報発報に伴う、初期対応と御器所地区全建物での

避難場所への避難誘導及び残留者確認の実施

・シェイクアウト訓練

・ 全学避難訓練

・ 避難者確認訓練

②安否確認訓練（安否確認メールの一斉送信）

・ 72時間以内返信率 教職員：86％ 学生：48%

危機管理対策本部避難場所（図書館前） 避難場所（グラウンド）での避難者受付
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日 時：１１月１日（金）１０時００分～１７時００分
場 所：NITech Hall
テ ー マ：心豊かな未来社会の創造
プログラム：

≪特別講演≫１２時４０分～１４時００分
・学長挨拶

・特別講演 「AI技術の活かし方」
中島 秀之氏（公立大学法人札幌市立大学 理事長・学長）

「機械学習研究の現状と今後の展望」
杉山 将氏（国立大学法人東京大学 大学院新領域創成科学研究科・教授）

≪パネルディスカッション≫１４時１０分～１５時３０分 「"ＡＩ × 製造業" がもたらす未来社会」

案内板 パネルディスカッションの様子特別講演の様子
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日 時：１１月２０日（水）１５時００分～１６時４５分
場 所：NITech Hall
講 師：岸 宏尚 氏

トヨタ自動車株式会社 パワートレーンカンパニー President
機械工学専攻 昭和５９年修了
演題「クルマづくりを通して社会に貢献する」

野田 英智 氏
中部電力株式会社 執行役員
物質工学専攻 平成３年修了
演題「”これまで”そして”これから”」

岸 宏尚 氏（経営協議会委員） 野田 英智 氏 6



瑞宝重光章 松井信行 元学長・名誉教授

瑞宝中綬章 川嶋紘一郎 名誉教授
常廣 譲 名誉教授
松原十三生 名誉教授

＜参考＞勲章別受章者数内訳 （かっこ内の数字は、女性の受章者数で内数。）
内閣府ＨＰから

桐花大綬章 旭日章 瑞宝章 合計

大綬章 1 (0) 6 (0) 1 (0) 8 (0)

重光章 － 16 (1) 35 (0) 51 (1)

中綬章 － 63 (2) 316 (7) 379 (9)

小綬章 － 225 (8) 642 (9) 867 (17)

双光章 － 524 (32) 980 (119) 1,504 (151)

単光章 － 171(10) 1,132 (223) 1,303 (233)

合計 21(0) 1005 (53) 3,106 (358) 4,112 (411)
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受賞団体：名古屋工業大学ロボコン工房「天上天下唯我独尊」チーム

日 程：２０１９年９月１５日（日）

場 所：京都外国語大学・森田記念講堂

成 績：優勝（参加２８チーム）

大学生・高専生の技術レベル向上の支
援、本気で「ものづくり」に取組む姿
勢を応援する目的で創設された大会
「キャチロボバトルコンテスト」が開
催された。
ワーク（栗山米菓「ばかうけ」）を分
類し、搬送を行うロボットを製作した
２８チームで競い、本学ロボコン工房
「天上天下唯我独尊」チームが優勝
した。
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入賞団体：柔道部、剣道部
日 程：２０１９年８月３１日（土）
場 所：室蘭工業大学
成 績：柔道団体戦 優勝、

柔道個人戦
優勝：舟橋和哉(情報工学科３年)
３位：杉江一鷹(社会工学科３年)

剣道女子個人戦
優 勝：安藤千尋（生命・応用化学科３年）

準優勝：橋爪咲（社会工学科１年）

３ 位：辰巳日登美（社会工学科３年）

受 賞 者：馬術部 杉山瑠理（電気・機械工学科４年）

日 程：２０１９年９月１４日（土）、１５日（日）
場 所：愛知県森林公園乗馬施設
成 績：優勝(本学馬術部史上初) 9



【概 要】
競技会名：Bridgestone World Solar Challenge 2019
日 程：２０１９年１０月１３日（日）～１０月１８日（金）
会 場：オーストラリア（ダーウィン～アデレード）

結 果：3,000㎞完走、Challengerクラス8位
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入賞団体：日本拳法部
日 程：２０１９年１０月２０日（日）
場 所：名古屋市千種スポーツセンター
成 績：優勝（創部初）
出場メンバー：

西本 秀峻 電気・機械工学科2年
奥村 瞭 電気・機械工学科2年
神崎 陽平 情報工学科2年
徳田 夏成 情報工学科１年
近田 陽太 名古屋市立大学医学部２年

今後の抱負
新入部員が練習の成果を十分に出せていた
ので優勝出来たと思います。しかし、この
結果に満足せずに、これからの練習に励ん
でいきたいです。
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１１月１日（金）に２５名の留学生がヤマハ発動機株式会社及びヤマハコミュニ
ケーションプラザを見学した。

本学は、名古屋大学、岐阜
大学、名城大学とコンソーシ
アムを組み、文部科学省「留
学生就職促進プログラム」に
より、留学生の就職を支援し
ている。

12



○市民協働を促す基盤技術確立を目指して

２０１９年９月１日（日）の中部経済新聞の「研究現場発」の紙面において、
本学の白松俊准教授が掲載され、シビックテック（課題当事者である市民とIT
技術者が協力し、技術をうまく使って課題に取り組むこと）のような市民協働
を支援する技術を研究開発していると紹介された。
研究活動がいずれ、市民と研究者・技術者の共創による社会課題解決につな

がるよう試行を重ねる予定である。

○内閣府イノベ創出補助金 ５大学に合計１５億円配分

２０１９年９月２０日（金）の科学新聞の紙面において、内閣府が「国立大
学イノベーション創出環境強化事業」の採択校を公表、５大学に１５億円を配
分することが掲載された。
重点支援１類型・２類型の大学として、１位東京医科歯科大学（３億円）、

２位山梨大学（２億円）、３位名古屋工業大学（１億円）に配分される。
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○NITech Hall ネーミングライツの募集を開始

２０１９年９月２５日（水）の日経産業新聞の紙面において、 東海地方国立
大学で初めての建物全体のネーミングライツ事業の募集を開始したことが掲載
された。今回は、NITech Hallを対象として実施し、本事業の収入は、知の交流
拠点であるNITech Hall及び「地域のニーズに応える人材育成と研究」をより一
層充実させる費用に充てる。

○新型の光応答性タンパク質であるヘリオロドプシンの構造を解明

２０１９年９月２６日（木）の日本経済新聞の紙面において、本学の神取秀樹
教授らが、東京大学、名古屋大学の研究グループとともに新型の光応答性タンパ
ク質であるヘリオロドプシンの構造を解明したことが掲載された。本研究成果は、
ヘリオロドプシンの構造機能を明らかにするとともに、ロドプシンの多様性や
新規ロドプシンの探索に役立つと考えられる。

○持続可能な社会実現期待

２０１９年９月３０日（月）の科学新聞において、本学の増田秀樹名誉教授、
片山精博士、和佐田裕子博士、猪股智彦准教授、小澤智宏教授らが常温常圧で
窒素分子切断を達成した。この成果は、持続可能な社会の実現のための化石燃
料に依存しない窒素固定法の開発につながるものである。
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○碧海信用金庫と共同企画セミナーを開催

２０１９年１０月４日（金）の中部経済新聞の紙面において、碧海信用金庫
と本学産学官金連携機構との共同企画「『自動車プラスワン』を目指す！中
堅・中小企業応援セミナー」が３日(木)に開催されたことが掲載された。本セ
ミナーは新技術の導入や新規分野参入を目指す中堅・中小企業の支援を目的と
し、江龍修副学長のポスト自動車産業をテーマした基調講演や、産学官金連携
機構の取り組み等のパネルが展示され、地域の企業などから約１１０名が参加
した。

○画像処理を専用プログラミング言語で高速化

２０１９年１０月２２日（日）の中部経済新聞の「研究現場発」の紙面にお
いて、本学の福嶋慶繁准教授が掲載され、少ないプログラム量で、多くのデバ
イス上で高速動作する技術を開発していると紹介された。
今後は、人工知能技術を活用したコンパイラの開発や、より柔軟な記述が可

能なプログラミング言語の開発を進める予定である。

○半世紀遅れの「卒業式」

２０１９年１０月２７日（日）の中日新聞及び朝日新聞の紙面において、学
園紛争で式がなかった１９６９年卒の半世紀遅れの「卒業式」が行われたこと
が紹介された。式には当時の卒業生の４分の１にあたる約１５０人が参加した。
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○「リケジョ」２割 変わる名工大

２０１９年１０月３０日（水）の朝日新聞の紙面において、本学の女子学生
比率が増えていることが紹介された。きっかけの１つは２５年前に国立大学で
初めて導入された「女子推薦入試」で、地元企業のニーズも後押しとなってい
る。

○微生物で汚染土壌浄化

２０１９年１０月３０日（水）の日刊工業新聞の紙面において、本学と竹中
工務店が新規の脱塩素化微生物を使った汚染土壌・地下水浄化技術を共同開発
したことが紹介された。本学では新規の脱塩素化微生物であるデハロコッコイ
デズ属細菌の分離に成功した。

○乗り物改革 ＣＯ₂減らす

２０１９年１０月３１日（木）の中日新聞の紙面において、本学の伊藤孝紀
准教授の研究室がスマートフォンを使ったシェアサイクルの新システムの実証
実験を始めることが紹介された。このシステムでは自転車の導入金額が安く、
駅や観光地などに拡大したいと考えている。
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○「名古屋六大学」発足へ

２０１９年１１月１３日（水）の日本
経済新聞の紙面において、名古屋市中心
部にある国公私立の６大学（名古屋工業
大学、名古屋大学、名古屋市立大学、南
山大学、名城大学、中京大学）が「名古
屋六大学」を掲げて連携する方針を決め
たことが紹介された。国公私立の垣根を
越えて協力し、名古屋の大学を志望する
若者を全国ベースで増やすことを目指す。

第一歩として、 １２月１１日に大阪
市内で６大学の学長が集まる「名古屋六
大学トップメッセージフォーラム」が開
催される。
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○進学ブランド力調査２０１９について

リクルートカレッジマネジメント２１８に掲載された「進学ブランド力調査
２０１９」において、本学が以下のとおりランクインした。

・知名度

理系
全体 男子 女子
１９位 １３位 ー

・志願度

全体 理系
全体 男子 女子 全体 男子 女子
１０位 ５位 ー ３位 ３位 ８位

・情報 ６位

□分野別志願度ランキング（東海地区の大学）

□知名度・志願度ランキング（調査対象：東海エリアの高校）

・理学 ４位
・生物,農, 
獣医,林産,
水産

６位

・工学
（建築,土木）

２位 ・工学
（機械）

１位
・工学
（電気,電子,

情報）

１位

※調査対象：関東エリア・東海エリア・関西エリアの高校に通っている

2020年3月卒業予定者
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・先進的な

全体 男子 女子
ー １５位 ー

全体 男子 女子
１１位 ー ー

・交通の便が良い

・自分の興味や可能性が
広げられる

全体 男子 女子
ー ー １４位

・就職に有利である

全体 男子 女子
ー １５位 ー

全体 男子 女子
ー １４位 ー

全体 男子 女子
１３位 ９位 ー

・社会で役立つ力が
身につく

・学生の学力が高い

全体 男子 女子
― １２位 ―

・卒業後に社会で活躍
できる

全体 男子 女子
１４位 ９位 ―

全体 男子 女子
― ６位 ー

全体 男子 女子
９位 ４位 ー

・偏差値が自分に
合っている

・勉強するのに
良い環境である

・将来の選択肢が増える

・専門分野を
深く学べる

全体 男子 女子
ー ー １１位

□イメージランキング（調査対象：東海エリアの高校）

19



 

名
古
屋
工
業
大
学
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
募
集
要
項

 

 

  
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
工
業
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
は
，「
名
古
屋
工
業
大
学
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
事
業
実
施
要
項
」
に
基
づ
き
，
自
己
収
入
の
拡
大
を
図
り
，
本
学
の
教
育
及
び
研
究
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
，
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
を
実
施
す
る
事
業
者
等
を
以
下
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

 

 １
．
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
と
は

 

 
契
約
に
よ
り
，
本
学
が
事
業
者
等
（
法
人
，
法
人
以
外
の
団
体
（
以
下
「
法
人
等
」
と
い
う
。）
若
し
く
は

法
人
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
団
体
又
は
個
人
を
い
う
。）
に
，
本
学
の
施
設
等
（
名
古
屋
工
業
大
学
固
定
資
産

管
理
規
則
（
平
成

1
6
年
４
月
１
日
制
定
）
第

3
条
第
一
に
規
定
す
る
建
物
及
び
構
築
物
）
の
愛
称
を
決
定

す
る
権
利
で
あ
る
命
名
権
を
付
与
し
，
命
名
権
を
付
与
さ
れ
た
事
業
者
等
か
ら
そ
の
対
価
と
し
て
命
名
権
料

を
得
る
事
業
を
い
い
ま
す
。

 

 ２
．
対
象
施
設
等
 

 

対
象
施
設
等
名
 

N
IT

e
ch

 H
a

ll 

 ３
．
応
募
資
格

 

 
以
下
の
各
号
に
該
当
し
な
い
事
業
者
等
が
応
募
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

 

①
 
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

2
3
年
法
律
第

1
2

2
号
。
以
下

「
風
俗
営
業
法
」
と
い
う
。）
第

2
条
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
を
営
む
も
の
及
び
当
該
営
業
に
類
す
る

事
業
を
行
う
も
の

 

②
 
行
政
機
関
か
ら
行
政
指
導
を
受
け
，
改
善
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の

 

③
 
人
権
，
教
育
，
労
働
等
に
係
る
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
も
の

 

④
 
暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

3
年
法
律
第

7
7
号
。

以
下
「
暴
力
団
対
策
法
」
と
い
う
。）
第

2
条
第

2
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
同
じ
。
），
そ
の
構
成
員
（
暴
力
団
の
構
成
団
体
の
構
成
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。）
又
は
暴
力
団
の
構
成
員
若
し
く
は
暴
力
団
の
構
成
員
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら

5
年
を
経
過

し
な
い
者
の
統
制
下
に
あ
る
も
の

 

⑤
 
暴
力
団
対
策
法
第

3
2
条
第

1
項
第

2
号
か
ら
第

4
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の

 

⑥
 
貸
金
業
法
（
昭
和

5
8
年
法
律
第

3
2
号
）
第

2
条
第

1
項
に
規
定
す
る
貸
金
業
を
営
む
も
の
（
銀
行

法
（
昭
和

5
6
年
法
律
第

5
9
号
）
第

2
条
第

1
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。）

 

⑦
 
賭
け
事
に
関
す
る
業
種
に
属
す
る
事
業
を
行
う
も
の

 

⑧
 
政
治
団
体

 

⑨
 
宗
教
団
体

 

⑩
 
会
社
更
生
法
（
平
成

1
4
年
法
律
第

1
5

4
号
）
又
は
民
事
再
生
法
（
平
成

1
1
年
法
律
第

2
2
5
号
）
の

規
定
に
基
づ
く
更
生
又
は
再
生
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
も
の

 

⑪
 
国
税
，
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
も
の

 

⑫
 
そ
の
他
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
に
応
募
す
る
事
業
者
等
と
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

 

 

４
．
命
名
権
の
付
与
期
間

 

 
命
名
権
を
付
与
す
る
期
間
は
，
４
年
と
し
ま
す
。

 

 ５
．
命
名
権
の
付
与
条
件

 

（
１
）
愛
称

 

①
 
命
名
す
る
愛
称
は
，
対
象
と
な
る
施
設
等
の
運
営
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

 

②
 
命
名
す
る
愛
称
の
一
部
に
，
「

N
IT

e
ch

 H
a

ll」
を
用
い
る
こ
と
と
し
ま
す
。

 

③
 
大
学
の
施
設
に
相
応
し
い
愛
称
と
し
て
，
以
下
に
該
当
す
る
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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・
法
律
，
条
例
そ
の
他
法
令
に
違
反
す
る
も
の
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

 

 
・
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

 

 
・
公
衆
に
不
快
の
念
又
は
危
害
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

 

 
・
特
定
の
政
党
又
は
政
治
団
体
の
宣
伝
に
関
す
る
も
の

 

 
・
宗
教
の
宣
伝
又
は
布
教
活
動
に
関
す
る
も
の

 

 
・
個
人
，
団
体
等
の
名
誉
，
信
用
，
正
当
な
権
利
，
財
産
等
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

 

 
・
著
作
権
，
商
標
権
そ
の
他
の
知
的
財
産
権
を
侵
害
す
る
も
の
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

 

 
・
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
も
の
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

 

 
・
風
俗
営
業
法
第

2
条
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
に
関
す
る
も
の

 

 
・
貸
金
業
法
第

2
条
に
規
定
す
る
貸
金
業
に
関
す
る
も
の

 

 
・
た
ば
こ
の
広
告
及
び
喫
煙
を
促
す
も
の

 

 
・
社
会
問
題
の
主
義
及
び
主
張
に
関
す
る
も
の

 

 
・
詐
欺
的
な
取
引
そ
の
他
正
当
な
取
引
と
は
認
め
ら
れ
な
い
取
引
に
関
す
る
も
の

 

 
・
集
団
的
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
等
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
組
織
の
利
益
に
な
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の

 

 
・
そ
の
他
使
用
す
る
愛
称
と
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

 

④
 
組
織
等
の
正
式
名
称
は
変
更
せ
ず
愛
称
を
命
名
す
る
こ
と
と
し
，
原
則
，
契
約
期
間
中
は
，
愛
称
の

変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

 

 

（
２
）
命
名
権
者
の
メ
リ
ッ
ト

 

①
 
事
業
者
等
は
，
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
に
係
る
施
設
等
の
愛
称
サ
イ
ン
，
案
内
看
板
等
を
設
置
で

き
ま
す
。
な
お
，
愛
称
サ
イ
ン
等
の
内
容
（
デ
ザ
イ
ン
や
大
き
さ
等
）
等
及
び
設
置
場
所
に
つ
い
て

は
，
本
学
と
協
議
が
必
要
で
す
。
ま
た
，
愛
称
サ
イ
ン
等
の
設
置
，
変
更
及
び
命
名
権
の
付
与
期
間

終
了
後
の
原
状
回
復
に
必
要
な
費
用
は
事
業
者
等
の
負
担
と
し
ま
す
。

 

②
 
本
学
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
，
愛
称
へ
の
変
更
の
お
知
ら
せ
等
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
，

本
学
主
催
の
行
事
等
に
お
い
て
対
象
施
設
を
使
用
す
る
場
合
は
原
則
と
し
て
愛
称
を
付
記
す
る
な
ど
，

積
極
的
に
愛
称
を
使
用
し
ま
す
。
た
だ
し
，
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
，
シ
ラ
バ
ス
等
の
印
刷
物
に
つ
い
て
は
，

愛
称
使
用
開
始
後
に
作
成
す
る
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。（
広
報
媒
体
に
よ
っ
て
は
，
費
用
負
担
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
協
議
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。）

 

③
 
学
外
の
機
関
に
対
し
て
対
象
施
設
の
使
用
を
許
可
す
る
と
き
は
，「
使
用
目
的
の
行
事
等
に
つ
い
て
，

広
く
一
般
に
広
報
す
る
と
き
や
参
加
者
を
募
集
す
る
と
き
は
，
必
ず
会
場
名
称
に
愛
称
を
付
記
す
る

こ
と
」
を
条
件
と
し
ま
す
。

 

 

６
．
応
募
方
法

 

（
１
）
提
出
書
類

 

①
 
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
実
施
申
込
書

 

②
 
法
人
等
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
（
会
社
概
要
）

 

③
 
定
款

 

④
 
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
（
発
行
３
ヶ
月
以
内
の
も
の
）

 

⑤
 
直
近

3
事
業
年
度
分
の
決
算
報
告
書
（
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
）
及
び
事
業
報
告
書

 

⑥
 
国
税
，
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
納
税
証
明
書
等
）
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（
２
）
締
め
切
り

 

 
 
２
０
１
９
年
１
２
月
１
０
日
（
火
）
１
７
：
０
０

 
 

 （
３
）
申
請
書
提
出
先

 

 
名
古
屋
工
業
大
学
施
設
企
画
課
企
画
係

 

 
 
〒

4
6

6
-8

5
5
5
 
名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
町

 

 
 

T
E

L
：
０
５
２
－
７
３
５
－
５
０
５
３

 

 
 

F
A

X
：
０
５
２
－
７
３
５
－
５
０
５
７

 

 
 

E
-m

a
il：

sise
tu

@
a

d
m

.n
ite

ch
.a

c.jp
 

 ７
．
選
定
方
法

 

 
選
定
に
当
た
っ
て
は
，
応
募
資
格
，
応
募
条
件
（
命
名
権
料
），
愛
称
そ
の
他
の
提
案
内
容
，
経
営
状
況

等
を
総
合
的
に
審
査
し
決
定
し
ま
す
。
ま
た
，
応
募
者
が
１
者
の
み
の
場
合
も
，
命
名
権
者
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。
な
お
，
命
名
権
料
が
，
本
学
が
設
定
す
る
命
名
権
料
の
最
低
価
額
に

達
し
な
い
場
合
は
選
定
を
見
送
り
ま
す
。

 

 ８
．
選
定
結
果
の
通
知
，
公
表

 

 
選
定
結
果
は
，
す
べ
て
の
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。
審
査
の
結
果
，
選
定
基
準
を
満
た
す
者
が
い
な
い

場
合
に
は
，
命
名
権
者
を
選
定
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
，
正
式
に
契
約
を
締
結
し
た
後
，
そ
の
法

人
名
，
施
設
等
の
「
愛
称
」
等
に
つ
い
て
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

 

 ９
．
契
約
の
締
結

 

 
本
学
は
，
命
名
権
者
の
決
定
を
通
知
し
た
事
業
者
等
と
命
名
権
の
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

 

 １
０
．
命
名
権
料
の
納
入

 

 
原
則
，
本
学
が
発
行
す
る
納
入
依
頼
書
で
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
，
指
定
し
た
預
金
口
座
に
一
括
で

納
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

 １
１
．

 契
約
の
解
除

 

 
本
学
は
，
以
下
に
該
当
す
る
と
き
，
命
名
権
の
付
与
を
取
り
消
し
，
契
約
を
解
除
し
ま
す
。
こ
の
場
合
，

原
則
，
既
納
の
命
名
権
料
は
返
納
し
ま
せ
ん
。

 

①
 
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
命
名
権
料
の
納
入
が
な
い
と
き

 

②
 
命
名
権
者
が
，
法
令
，
本
学
の
規
程
等
に
違
反
し
，
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

 

③
 
命
名
権
者
の
社
会
的
又
は
経
済
的
信
用
が
著
し
く
失
墜
す
る
事
由
が
発
生
し
た
と
き

 

④
 
命
名
権
者
か
ら
契
約
解
除
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き

 

⑤
 
本
学
が
命
名
権
の
付
与
を
取
り
消
す
こ
と
を
必
要
と
認
め
る
と
き

 

 １
２
．
そ
の
他
留
意
事
項

 

 
①
 
申
込
に
要
す
る
経
費
等
は
，
す
べ
て
申
込
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

 

 
②
 
提
出
さ
れ
た
書
類
は
，
返
却
し
ま
せ
ん
。

 

 
③
 
提
出
さ
れ
た
書
類
は
，
必
要
に
応
じ
複
写
し
ま
す
。

 

 
④
 
提
出
さ
れ
た
書
類
は
，
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成

1
3
年

法
律
第

1
4
0
号
）
等
の
法
令
の
規
定
又
は
捜
査
機
関
の
開
示
要
請
に
基
づ
き
開
示
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
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 １
３
．
問
い
合
わ
せ
先

 

 
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
に
係
る
申
込
の
書
類
等
を
ご
提
出
い
た
だ
く
前
に
，
ま
ず
は
下
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

（
書
類
提
出
に
関
す
る
こ
と
）

 

 
名
古
屋
工
業
大
学
施
設
企
画
課
企
画
係

 

 
 
〒

4
6

6
-8

5
5
5
 
名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
町

 

 
 

T
E

L
：
０
５
２
－
７
３
５
－
５
０
５
３

 

 
 

F
A

X
：
０
５
２
－
７
３
５
－
５
０
５
７

 

 
 

E
-m

a
il：

sise
tu

@
a

d
m

.n
ite

ch
.a

c.jp
 

 （
N

IT
e
ch

 H
a
ll
に
関
す
る
こ
と
，
そ
の
他
）

 

 
 
名
古
屋
工
業
大
学
学
術
情
報
課
学
術
情
報
係

 

 
 
〒

4
6

6
-8

5
5
5
 
名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
町

 

 
 

T
E

L
：
０
５
２
－
７
３
５
－
５
０
９
８

 

 
 

F
A

X
：
０
５
２
－
７
３
５
－
５
１
０
２

 

 
E

-m
a

il：
lib

ra
ry

.so
u

m
u

@
a
d

m
.n

ite
ch

.a
c.jp
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